
令和 4年 3月 30日 

地域・保護者の皆様へ 

松戸市教育委員会 

 

「松戸市立中学校の標準服（制服）のあり方に関する検討」のまとめについて 

 

 令和 3年 4月より、教育委員会検討期間として「標準服（制服）のあり方」の検討を重

ねてまいりました。結果について下記のとおり報告させていただきます。また、令和 4年

度より各学校検討期間となります。 

 

１ 教育委員会が考える標準服（制服）のあり方のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 各学校検討期間における検討のポイント 

（１）児童生徒・保護者のニーズを的確に把握する。 

    ・児童生徒の考え、保護者・地域の意見を聞く機会をつくる。 

（２）多様性の理解を深めるとともに、人権意識の向上を図る取組を継続的に行う。 

    ・学校が共通テーマのもと、組織的に学習する。 

 

３ 今後の流れ 

（１）教育委員会の検討結果を、松戸市校長会・各学校と共有します。 

（２）各学校が実情に合わせて検討を進めます。 

（３）検討の結果を踏まえ、新しく標準服（制服）を導入する場合は、令和５年度以降と

なります。状況によって令和６年度以降になることもあります。 

※ 教育委員会の検討結果（詳細）については、HP等で公開しております。 
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